
 

ＪＡＲＡ、ビッグデー

タを活用し会員支援 
 

 ＪＡＲＡ（日本自動車リサイクラー

ズ・アライアンス、北島宗尚社長、東

京都中央区）は、ビッグデータを活用

した会員の事業支援を本格化する。ま

ずは８月の夏季休暇明けをめどに、リ

サイクル部品の販売実績などをもと

に、使用済み自動車の見積もり価格を

自動算出する新ツールの運用を開始す

る。仕入れ担当の営業マンが現場で使

いやすい

よう、ス

マホやタ

ブレット

での活用

を前提に

開発した

のが特徴

だ。 

 

 新たに

導入する

ツールは

リサイク

ルパーツ

ネ ッ ト

ワ ー ク

「ＡＴＲ

Ｓ（オー

トモービ

ルトータ

ルリサイ

クルシス

テム）」

に追加す

る。Ｊ Ａ

ＲＡ本部

が管理している全国の受注データや販

売実績、在庫回転率などを活用し自動

算出するもので、自社内で開発した。

ｉＯＳ、アンドロイド端末の双方に対

応する。 

 

 車両型式を入力するだけで、直近１

～６カ月間の平均価格や検索数、在庫

点数などの情報が閲覧できるのが特

徴。検索時には部位が選択できるよう

になっており、例えば車両の破損箇所

を除外した上で見積もり金額を出せる

ようにした。 

 

 ＪＡＲＡでは全国で１日当たり４千

件を超える部品取引があるという。こ

うしたリアルタイムの取引情報と過去

の販売実績などを組み合わせたビッグ

データを活用し分析することで、会員

の仕入れ業務や値付け支援につながる

迅速な情報提供を可能にした。自動算

出にあたっては全国のデータを参照し

ているが、地域ごと、会社ごとに参照

することもできるという。 

 

 今回の車両見積もりはビッグデータ

を活用した事業支援の第一弾。今後も

様々なツールを拡充していく計画だ。                                  

 

            (日刊自動車新聞7月28日)    

 

ＪＡＲＡ、オークショ

ンツールに部品名変換

機能など追加 
  

 ＪＡＲＡ（日本自動車リサイクラー

ズ・アライアンス、北島宗尚社長、東

京都中央区）は、会員の業務効率化支

援を強化する。リサイクルパーツネッ

トワーク「ＡＴＲＳ（オートモービル

トータルリサイクルシステム）」の

オークションツールを改良。ヤフー

オークション（ヤフオク）出品時の部

品名変換機能や在庫の自動消込機能な

どを追加する。新ツールは８月１日か

ら導入する予定だが、来年７月１日ま

では現行ツールと平行して運用する。 

 

 新ツールではヤフオク出品時に部品

名や詳細情報を自動で変換する機能を

備える。あらかじめ変換後の名称を登

録することで自動変換が可能になる。

部品名がヤフオクの検索ワードに該当

するよう変更されることで流通金額の

アップにつながるメリットがある。 

 

 部品詳細情報については、例えば

「Ａ／Ｐ」を「エアロパーツ」などと

変換できる。部品区分や傷情報、グ

レード、カラー、シフトなど１７項目

が対象となる。 

 

 在庫情報の消込機能も追加する。ヤ

フオクに出品した商品がＡＴＲＳで販

売された場合、自動的に出品取り下げ

となるように改良する。また、出品中

や入札中、落札済など状態ごとに表示

を切り替えられるようにするほか、ヤ

フオクに出品中だがＡＴＲＳに在庫が

存在しない場合など、データの不整合

が起きた商品を確認できるようにす

る。 

 

 画像表示にも改良を加える。ヤフオ

クの商品情報欄と画像項目に６４０×

４８０ピクセルの画像サイズで表示で

きるようにする。 

            (日刊自動車新聞7月14日)  

CO2削減数値（SPLシステム） 

 

リユースパーツ使用による 

CO2削減効果参考値  

平成28年6月 

3,384t 
 

 

※一般、中・大型含む車を修理する際、新品部品

を使用して修理する場合に出るCO2排出量とリサ

イクル部品を使用して修理する場合のCO2排出量

の差がCO2削減数値になります。 

一般社団法人日本自動車リサイクル部品協議会

と早稲田大学環境総合研究センターがLCA（ライ

フ・サイクル・アセスメント）の考え方に基づき

共同開発した「グリーンポイントシステム」より

参照。 

車両見積もり支援ツールの

トップ画面 
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 新ツールではヤフオク出品時に部品名

や詳細情報を自動で変換する機能を備え
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換できる。部品区分や傷情報、グレー

ド、カラー、シフトなど１７項目が対象

となる。 

 

 在庫情報の消込機能も追加する。ヤフ

オクに出品した商品がＡＴＲＳで販売さ

れた場合、自動的に出品取り下げとなる

ように改良する。また、出品中や入札

中、落札済など状態ごとに表示を切り替

えられるようにするほか、ヤフオクに出

品中だがＡＴＲＳに在庫が存在しない場

合など、データの不整合が起きた商品を

確認できるようにする。 

 

 画像表示にも改良を加える。ヤフオク

の商品情報欄と画像項目に６４０×４８

０ピクセルの画像サイズで表示できるよ

うにする。 

 

(日刊自動車新聞7月14日) 

国交省、ベルト警報装置 

乗用車全座席で義務化、

来春にも基準導入 
 

 国土交通省は、車両の技術面からシー

トベルトの普及と着用を徹底させる。大

型バスなどの補助座席用ベルトを義務化

するほか、国際基準を導入する形でベル

トの着用を促す警報装置を乗用車の全座

席で義務化する。自動ブレーキなどの安

全技術が急速に普及するなか「最も有効

な安全装置」（同省）と位置づけるシー

トベルト関連の基準を強化し、交通事故

による死者や負傷者を減らす考えだ。 

 

 現行法ではバスの補助座席にシートベ

ルトを備え付ける義務はないが、今秋に

も省令を改正し、大型バスは２０１７年

１０月、マイクロバスなどその他のバス

は１９年１０月から順次、装着を義務付

ける。また、メーカーが任意で備え付け

ているベルトにも性能要件を設け、一定

の安全性を求める。 

 

 一方、乗用車については「シート

ベルトリマインダー」と呼ばれる警

報装置の装着を全座席で義務付け

る。現在は運転席だけ装着が義務付

けられている。国連の自動車基準調

和世界フォーラム（ＷＰ２９）が１

１月にも採択する国際基準を受け、

来春にも同基準を国内導入する。装

着の義務化は春以降になる見通し。

トラックやバスにも運転席と助手席

に装着を義務付ける。 

 

 日本自動車連盟（ＪＡＦ）などに

よると、前席（運転席・助手席）の

シートベルト装着率は９８・４％

（１５年調査）と１００％近いものの、

後席は高速道路で７１・３％、一般道で

は３５・１％にとどまる。ベルトを装着

していないと車外放出につながるほか、

エアバッグなど他の安全装置の効果も見

込みにくくなる。国交省としては、シー

トベルトの普及や装着を車両技術面で促

し、事故被害の削減につなげていく考え

だ。 

 

(日刊自動車新聞7月16日) 

後席ベルトをしていないと車外放出などにつながる 

エアバッグ部品はネットオークションを中心に

取引されている 




